
　また、現川は市街地の雨水排水や防火用水
を確保する機能があるため、普段は現川に水
を流し、豪雨時は現川に流しきれない水を市
街地上流付近に設置する分流堰で捷水路へ分
水する計画で工事を進めており、平成２０年
代後半の通水を目指しています。
　研修では、長岡市和島支所長をはじめ、県
地域振興局職員、地元島崎地区の総区長など
多くの方から貴重なお話をうかがいました。
島崎地区総区長からは、昔の水害の様子をは
じめ、河川整備への地元の皆さんの強い要望
があったこと、関係者が事業に協力的で、あ
まり苦労がなかったことなどの説明がありま
した。
　茶郷川治水協議会では、今後もこうした視
察研修や勉強会を開催するなど、茶郷川の河
川整備計画への登載、整備事業着手の早期実
現を目指して活動を進めます。

　茶郷川治水協議会では、今後の茶郷川改修
に向けて知識や意識を高めるため、１１月６
日に、河川改修が行われている郷本川（ごう
もとがわ）を視察し、研修を行いました。
　長岡市和島地区を流れる郷本川は、集中豪
雨などで過去幾度となく水害が発生し、周辺
の住宅などは何度も浸水被害を受けました。
　郷本川の現在の川筋は、市街地の中心部を
流れ、沿川には住宅などが隣接しており大規
模な河川改修は困難です。そのため、市街地
を迂回させる捷水路（しょうすいろ）約２.３
kmの整備が進められています。
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茶郷川環境整備協議会は、河川環境と景観
の維持向上を目的とした活動を通じて、茶郷
川の大切さを多くの皆さんに実感していただ
き、また、住民同士の交流を深める機会づく
りにも取り組んでいます。

茶郷川環境整備協議会では、毎年１回、県
内外の同様の活動に取り組む団体を訪れ、視
察研修を行っています。

今年は、１０月７日に福島県白河市で、谷
津田川（やんたがわ）の環境整備に取り組ん
でいる「白河市環境美化運動連絡協議会」の
皆さんと意見交換などを行いました。谷津田
川には平成２２年の視察研修で訪れています
が、福島第１原発の事故発生後、さまざまな
制約を受けてご苦労されていることを知り、
今回の視察の際に支援金をお渡しすることと
しました。

谷津田川の改修事業と環境美化活動
白河市内を流れる谷津田川は、昭和４０年

代には「死の川」と呼ばれるほど水質汚染が
進みました。この川を蘇らせようと、町内会
連合会が主体となって、昭和４９年に環境美
化運動連絡協議会が設立されました。

活動が実を結びつつあった平成１０年８月
に豪雨による激甚(げきじん)災害が発生し、護
岸、住宅地、農地などに大きな被害を及ぼし
ました。この復旧過程で、河川改修事業が行
われ、流域の地権者の皆さんは、「安全最優
先」、「きれいな谷津田川を蘇らせる」の目
的のもとに全面的に協力し、改修事業は円滑
に進められました。改修事業完了後も環境美
化活動が継続され、小千谷の錦鯉も泳ぐ清流
となっていましたが、現在は、刈り取った草
を焼却した後の飛灰から高濃度のセシウムが
検出されるため、十分な活動ができない状況
となっています。

参加者の声（研修報告書より抜粋）
●「川は洪水の心配がなくきれいで、土手に
は遊歩道が整備され、沿川住民の憩いの堲と
なっている。茶郷川も１日も早く安全で安心
な川に生まれ変わり、住民の心のよりどころ
として親しまれるように、皆さんのご理解と
ご協力を切に望みたいと強く感じた。」

●「原発事故発生後の諸問題を除けば、谷津
田川は以前と変わりなく、豊かな水、自然
石、樹木が織り成す景観は情緒があり、市民
の憩いの堲となっている。茶郷川は自然環境
が整わず、谷津田川と同じようにすることは
難しいが、現状を直視し、今後もきれいな河
川づくりに努めたい。」

●「長期にわたり市民団体と企業とが連携さ
れ、改修事業の際にも皆さんが協力的であっ
たこと、広報活動にも注力されていること、
市民の憩いの堲として文化、芸術、市民の健
康保持などに活用されていること、小千谷の
錦鯉が泳ぎ、市民が餌を与えていることな
ど、住民が川を愛している姿勢がすばらし
かった。」

●「美化運動は、単に川や堤防をきれいにす
るということだけでなく、常に川やそこに住
む生物に関心を持つという効果がある。谷津
田川せせらぎ通りを歩くと、小千谷の錦鯉や
鴨が泳ぎ、遊歩道を散策する人たちの姿があ
り、これが本来の川だと納得させられた。茶
郷川も幅広くその存在をＰＲすることが必要
である。人と川とそこに住む生物が共存する
大切さを実感した。」

■事務局／〒947-8501小千谷市城内２-７-５ 

 小千谷市建設課（電話８３－３５１４） 

環境整備部会（茶郷川環境整備協議会） 

の視察研修を行いました 

支援金を手渡す渡邉協議会長 

視察研修参加者（敬称略） 
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